
r

l

l 筐剛聖歯？ｰ

町画
一・一

L

L b▲

令

､』耳，
＝－

1

Ｉ

千

、）

ー言

q

一一一

ーででて菅竜一＝竜言菅琶…でててて竜一ママーーマーーででて､で一マ､ご－てて､ごてぐ

）

ク
リ
ー
ム
色
の
広
く
大
き
》一

な
建
物
…
…
。
み
な
さ
ん
が

待
ち
に
待
っ
た
金
木
町
立
第

一
保
育
所
が
つ
い
に
完
成
し

ま
し
た
。

総
工
費
八
千
五
百
万
円
、
一一

鉄
骨
造
平
屋
建
て
二
百
五
十

三
・
七
四
坪
の
中
に
は
、
保

育
室
五
つ
、
ほ
ふ
く
室
二
つ
、
》一

乳
児
室
と
遊
戯
室
が
一
つ
ず

つ
、
給
食
調
理
室
、
放
送
室
、

医
務
室
な
ど
が
あ
り
、
遊
戯

室
に
は
移
動
ス
テ
ー
ジ
が
あ

り
ま
す
。

こ
の
近
代
的
な
施
設
の
中
一一

で
、
子
供
た
ち
は
、
す
く
す

く
と
育
っ
て
い
く
こ
と
で
し

《

し
小
Ｐ
『
ノ
Ｏ

拳
）一》）

待
望
の
第
一
保
育
所
完
成

､ご言言画定一宮で－，でー､ご竜で
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金…木…だ翼翼…よ…り…

青
森
県
知
事
は
、
来
年
二
月

二
十
五
日
を
も
っ
て
任
期
淌
了

と
な
り
、
こ
れ
に
伴
う
選
挙
は

一
月
十
日
に
告
示
さ
れ
、
二
月

青
森
県
知
事
選
挙

い
，
・
Ｏ
Ｌ
『
‐
』
・
一
島
‐
砥
ロ
｝
。
、
‐
ロ
、
．
、
ｒ
・
‐
、
．
｝
、
、
‐
．
。
、
砥
』
、
》
・
稲
‐
咋
芋
．
洲
。
１
．
、
二
口
』
誌
、
』
〈
・
】
‐
閏
、
」
一
．
、
『
、
‐
’
一
．
‐
‐
‐
、
畔
“
．
．
１
、
・
し

壬
乞
月
蝿
日
投
票
日

永久選挙人名簿登録者数調

男女別 一
写
β
■

計男 女

不
在
者
請
求
は
早
め
に

投票区

等1投票区

（金木・沢部の一部） 2，142 4，0001，858

2投票区

倉・藤枝）

第

（川
四
日
が
投
票
日
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
町
長
選
挙
等
に

比
べ
、
投
票
率
が
低
い
だ
け
に

投
票
日
に
は
隣
り
近
所
誘
っ
て

993481 512

第3投票区

(蒔田･神原･沢部の一部） 236 279 515

第4投

（中柏木

票区

嘉瀬）

…・守

1，317 1.410 2，727

投票区

良市）

５第
僖 894 954 1，848

一
人
の
棄
権
者
も
な
い
よ
う
、

全
員
が
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
不
在
者
投
票
は
、
一

月
十
日
よ
り
二
月
三
日
ま
で
、

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五

時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
選
挙
は
、
出
稼
時
期

と
重
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
出

稼
者
等
の
郵
送
に
よ
る
不
在
者

投
票
の
請
求
は
、
重
複
し
て
住

所
の
食
い
違
い
が
で
な
い
よ
う

に
、
な
る
べ
く
本
人
ま
た
は
家

族
が
し
て
く
だ
さ
い
。

’

第 6投票区

(大東ケ丘） 46 43 89

合 計
5，3404，832 10，172

(昭和53年9月10日現在）

十
二
月
一
日
か
ら
道
路
交
通

法
・
同
施
行
令
・
施
行
規
則
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
酒
酔
い
運
転

無
謀
運
転
に
対
し
て
は
厳
罰
を

ま
た
安
全
運
転
の
管
理
強
化
、

自
転
車
の
保
護
な
ど
が
決
め
ら

れ
ま
し
た
。

主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◎
酒
酔
い
運
転
、
麻
薬
・
覚
醒

剤
の
無
謀
運
転
は
、
そ
れ
だ
け

で
免
許
取
消
し
と
な
り
ま
し
た
。

◎
自
転
車
横
断
帯
が
新
設
さ
れ

自
転
車
の
通
行
方
法
や
自
転
車

に
対
す
る
保
護
規
定
が
整
備
さ

れ
ま
し
た
。

◎
自
動
車
の
使
用
者
や
安
全
運

転
管
理
者
の
安
全
運
転
管
理
責

任
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

◎
集
団
暴
走
行
為
な
ど
の
無
謀

あ

_一＝ご

こ
れ
か
ら
正
月
に
か
け
て
、

お
酒
を
飲
む
機
会
が
多
く
な
り

ま
す
の
で
、
家
庭
で
も
お
酒
を

飲
ま
せ
た
ら
ぜ
つ
た
い
運
転
を

さ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
北
郡

管
内
で
は
、
交
通
事
故
死
亡
者

が
続
出
し
て
お
り
、
そ
の
大
半

が
飲
酒
運
転
や
ス
ピ
ー
ド
オ
ー

バ
ー
の
暴
走
運
転
が
原
因
に
な

っ
て
い
ま
す
。
交
通
事
故
は
起

こ
し
た
本
人
ば
か
り
で
な
く
、

そ
の
家
族
を
も
不
幸
の
ど
ん
底

へ
落
と
し
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
う
い
う
不
幸
な
家
庭
を
町

か
ら
出
さ
な
い
た
め
に
も
、
町

民
み
ん
な
の
手
で
飲
酒
・
暴
走

運
転
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

な
運
転
に
対
す
る
規
制
と
処
罰

が
厳
し
く
な
り
ま
し
た
。

る

司

工業統計調査にご協力下さい
12月31日現在で調査されます

統計の目的以外に使用しませんので、正確に調査員にお知らせ下さい。

問い合わせ等は、町企画室統計係（電話内線41番）へどうぞ。
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金…木…だ亜翼翼…よ…り…

’

C

今
月
の
テ
ー
マ

「
将
来
ど
ん
な
職
業
に
つ
き
た
い
か
？
」

金
木
小
学
校
六
年
生
に
聞
く

叩

。
シ
号
⑥

イ

％

Ｄ
Ｅ

≠

さんみ

せおよしたかくん！

自
然
休
養
村
整
備
事
業
の
本

年
度
実
施
に
予
定
さ
れ
て
い
た

〃
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
“
は
、
施
行
者
が
五
洋
建

設
と
な
り
十
月
よ
り
工
事
が
行

わ
れ
て
、
現
在
鉄
骨
の
組
立
て

に
は
い
っ
て
い
ま
す
。
当
年
度

内
の
完
成
を
め
が
け
て
急
ピ
ッ

チ
で
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
春
に
は
ス
ポ
ー
ツ
に
汗

を
流
す
姿
が
見
れ
る
こ
と
で
し

よ
』
フ
。

－ －

n

＝

』

農
業
者

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

可11「
工
事
着
々
と
進
行
中

ﾛI■■■■'VIE~．E,‐三'－面ﾘﾛ°
ォ、『参一一．．”． 斗一▲△

嘉
瀬
地
区
に
柔
道
場
が
で
き

毎
週
子
供
た
ち
が
汗
を
流
し
て

い
ま
す
。
こ
の
道
場
は
「
泉
館
」

で
館
長
斎
藤
淑
人
さ
ん
（
い
づ

み
電
気
）
が
自
分
の
倉
庫
の
二

階
を
改
造
し
て
、
子
供
た
ち
の

た
め
に
開
放
し
て
い
る
も
の
で

す
。

ま
た
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
で
は

バ
レ
ー
コ
ー
ト
が
二
面
あ
り
ま

す
の
で
、
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
大

会
に
大
い
に
利
用
で
き
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

柔
道
で
汗
を
流
せ
ノ
．

嘉
瀬
に
道
場
泉
館
完
成

○
沢
田
恵
智
子
さ
ん
（
喜
良
市

十
五
歳
）
か
ら
二
千
円
の
寄
付

が
あ
り
ま
し
た
。

○
吉
崎
友
佳
子
さ
ん
（
嘉
瀬
、

十
一
歳
）
か
ら
七
百
七
十
八
円

の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

○
斎
藤
英
紀
く
ん
（
嘉
瀬
、
九

歳
）
か
ら
一
千
円
の
寄
付
が
あ

り
ま
し
た
。

○
十
二
月
十
三
日
、
喜
良
市
南

子
供
会
よ
り
、
空
ピ
ン
集
め
で

得
た
お
金
四
千
円
の
寄
付
が
あ

り
ま
し
た
。

○
レ
モ
ン
ク
ラ
プ
（
会
長
外
崎

正
氏
）
よ
り
三
万
円
の
寄
付
が

あ
り
ま
し
た
。
保
育
所
関
係
へ

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
成
田
塗
装
店
（
店
主
成
田
重

雄
氏
）
よ
り
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ア

ス
レ
チ
ッ
ク
へ
の
案
内
板
（
三

万
円
相
当
）
が
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。

○
金
木
電
報
電
話
局
よ
り
一
町

万
四
十
六
円
の
寄
付
が
あ
り
ま

し
た
。

○
金
木
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
よ

り
一
万
五
千
三
百
八
十
円
が
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。

一
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金…木…だ漣翼翼…よ…り斌球球速西湖…浬承

田
植
え
の
あ
と
の
虫
送
り
行

事
が
終
わ
る
と
、
田
の
草
取
り

に
入
る
。
そ
の
一
番
除
草
が
す

ん
だ
頃
に
、
金
木
名
物
の
競
馬

が
お
こ
な
わ
れ
る
。
こ
の
旧
六

月
一
日
、
二
日
と
決
っ
て
い
た
。

芦
野
の
競
馬
場
で
開
か
れ
る
が

こ
の
両
日
は
近
郷
近
在
か
ら
大

変
な
人
出
で
大
賑
い
で
あ
っ
た
。

芦
野
競
馬
場
に
県
競
馬
を
創

設
し
た
方
々
は
、
津
島
源
右
衛

門
を
は
じ
め
中
里
村
宮
川
の
古

川
政
孝
、
西
郡
牛
潟
の
鴫
海
周

次
郎
、
金
木
の
蛯
名
元
太
郎
、

下
車
力
の
秋
田
谷
（
前
車
力
村

長
秋
田
谷
友
三
郎
氏
の
父
）
、

武
田
村
豊
島
の
奈
良
七
五
郎
（

元
武
田
村
長
で
奈
良
勝
夫
氏
の

父
）
な
ど
で
あ
る
。
特
別
功
労

者
と
し
て
の
古
川
政
孝
、
鳴
海

周
次
郎
両
氏
の
銅
像
は
今
な
お

旧
競
馬
の
一
角
に
建
っ
て
い
て

往
時
の
賑
わ
い
を
物
語
っ
て
い

る
が
如
く
で
あ
る
。

い
よ
い
よ
競
馬
が
近
く
な
る

と
、
金
木
の
町
は
そ
の
準
備
で

》
》
競
馬
華
や
か
な
り
し
頃

忙
し
く
な
る
。
町
内
商
店
で
は

軒
か
ら
軒
へ
、
ま
た
道
路
を
ま

た
い
で
万
国
旗
が
張
り
め
ぐ
ら

さ
れ
る
。
大
サ
菓
子
舗
で
は
沢

部
堰
の
上
に
取
付
屋
台
を
作
り

大
き
な
カ
プ
キ
人
形
を
飾
る
。

大
橋
の
た
も
と
に
大
鳥
居
の
よ

う
な
大
緑
門
も
出
来
上
る
。
杉

の
青
葉
を
使
っ
て
飾
る
の
だ
が

こ
れ
は
じ
つ
に
見
事
な
も
の
だ

っ
た
。
当
日
は
、
ね
り
や
旅
館
前
か

ら
嘉
瀬
通
り
ま
で
、
早
朝
に
清

掃
し
て
水
が
ま
か
れ
る
。
な
に

し
ろ
弘
前
の
第
八
師
団
長
や
県

知
事
が
来
る
の
だ
か
ら
大
変
だ
、

時
間
に
な
る
と
二
、
三
十
人
の

町
の
偉
方
が
手
に
日
の
丸
の
小

旗
を
持
っ
て
、
町
端
れ
の
嘉
瀬

通
ま
で
お
出
迎
い
に
出
る
。

師
団
長
を
先
頭
に
県
知
事
（

当
時
は
い
ず
れ
も
閣
下
）
、
そ

れ
に
随
行
の
人
々
と
も
の
も
の

し
い
一
行
で
、
師
団
と
知
事
の

乗
っ
て
く
る
人
力
車
は
、
ね
り

や
旅
館
の
抱
え
車
夫
が
引
い
て

(5)
~

く
る
。ね
り
や
旅
館
は
当
時
西
北
地

方
第
一
級
と
い
わ
れ
、
こ
こ
の

女
将
が
ま
た
有
名
な
女
傑
で
あ

っ
た
。
ね
り
や
に
は
常
用
の
人

力
車
が
三
台
あ
っ
て
そ
の
車
夫

は
栄
利
鎚
吉
、
外
崎
勇
次
郎
、

そ
し
て
長
男
の
太
郎
で
あ
る
。

師
団
長
は
ヒ
ゲ
を
は
や
し
、

大
檎
の
所
に
来
る
と
剣
を
膝
の

脇
に
立
て
て
姿
勢
を
よ
く
し
た
、

知
事
は
黒
い
山
高
帽
の
礼
装
で

あ
る
。
ね
り
や
の
前
に
先
導
の

人
力
車
が
止
ま
る
と
、
番
頭
を

先
に
七
、
八
名
の
女
中
が
歓
迎

の
ご
あ
い
さ
つ
で
あ
る
。
女
将

は
厚
化
粧
を
し
て
、
相
変
ら
ず

敷
島
（
口
付
煙
草
）
を
く
わ
え

て
の
出
迎
い
で
あ
る
。

競
馬
の
開
会
式
は
ラ
ッ
パ
吹

奏
で
始
ま
る
。
花
火
が
ド
ン
、

ド
ン
と
あ
げ
ら
れ
る
と
、
そ
の

表
〃〔,んさ

士
心

一

永
眠
一
ｔ森
平
“鵜

甑

音
に
驚
い
て
コ
ウ
モ
リ
が
あ
わ

て
て
飛
ん
で
ゆ
く
。
花
火
の
音

が
余
り
大
き
い
の
で
両
耳
を
手

で
ふ
さ
い
で
い
る
と
、
ま
た
ド

ン
、
ド
ン
と
つ
づ
け
さ
ま
に
あ

が
る
の
で
、
見
物
の
子
供
た
ち

は
大
は
し
ゃ
ぎ
だ
。

歓
覧
席
の
正
面
上
段
に
は
、

真
ン
中
に
ね
り
や
の
女
将
が
座

わ
り
、
そ
れ
を
は
さ
ん
で
右
が

師
団
長
、
左
が
県
知
事
で
あ
る
。

ね
り
や
の
女
将
と
い
う
人
は
大

変
な
も
の
だ
と
皆
な
を
驚
か
せ

た
も
の
だ
。

一
般
見
物
人
が
集
ま
る
と
こ

ろ
も
高
台
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、

四
キ
ロ
も
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

円
形
の
走
路
が
全
部
目
に
入
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
入
場
料

は
大
人
二
十
銭
位
で
あ
っ
た
と

思
う
が
、
区
民
に
は
毎
戸
に
二

枚
ず
つ
毎
年
配
分
さ
れ
た
。

、
ｊ
ノ

銚

紙
を
咳
づ
た

パ
神
が
か
く

い
》
／
ｊ
０
，

ｰ～

′

像
十
二
月
三
日
、
町
内
の
一
燃

料
店
の
ミ
ス
に
よ
り
大
惨
事
が

発
生
す
る
直
前
、
金
木
警
察
署

加
藤
豊
、
須
藤
清
次
両
巡
査
並

び
に
金
木
消
防
署
の
適
切
な
行

町
長
よ
り
感
謝
状
贈
呈

御
尖

ク
け
る

の
ば
ぉ
厚

ま
か
『
し

て
お
く
恥
、 奪

.:d

、

［
了〕－壽亨r斑3

警
官
二
名
、
金
木
消
防
署
へ

貝

且鰯康弓』、
、

麹

一一鍵毫K
本
塞
げ
る
〆

担
ア
所
が

底
い
か
、
ク

コ
イ
名
ホ
リ

の
い
ぶ
入
／
に

吹
琉
・
し
き

動
に
よ
り
未
然
に
ふ
さ
が
れ
ま

し
た
。
そ
の
功
績
に
よ
り
三
者

に
対
し
町
長
か
ら
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

胃
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Ｉ
甲
ｑ
■
■
■
口

■
－
０
１
１
１

０

●
ｌ

ｃＯ
抽
日
ｌ
Ⅱ

且

|‘'8

u
11
■一

ｑ
０
９
０
曲

I４

一

ヴ『1
一旬

ロ

塗P，瞳弱 ／
Ｉ
、

一

(4）



金…木…だ翼翼…よ…り球癖別…

明
日
の
腱
業
の
担
い
手
と
な

る
腱
家
の
後
継
者
を
養
成
す
る

た
め
、
青
森
県
腱
業
研
修
セ
ン

タ
ー
（
七
戸
町
）
で
は
、
昭
和

五
十
四
年
度
の
研
修
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

出
願
の
手
続
な
ど
で
、
わ
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

役
場
産
業
裸
へ
お
聞
き
下
さ
い

〈
研
修
期
間
〉

普
通
科
、
商
等
科
各
一
ヵ
年

〈
募
集
人
員
〉

普
通
科
百
名
（
男
女
）

高
等
科
二
十
名
（
男
女
）

〈
応
募
資
格
〉

↓
県
内
在
住
者
で
中
学
校
卒
業

以
上
、
満
二
十
五
才
未
満
の
男

女
〈
出
願
手
続
〉

セ
ン
タ
ー
、
役
場
産
業
課
、

農
業
改
良
普
及
所
に
用
紙
を
申

込
ん
で
、
入
所
願
を
し
て
下
さ

い
。

宇口司司も＝

A戻璽堂璽堂堂呈
其沈買測貰型冨拭翼弾
漢腱堂堂型亘阿嵐戻晃

麗茂貫瓦凋X買試魔叉
堂堂割瓦竺区営瓦堂堂
覚塑吋洩買瓦〆試貢又

識§
瓦瓦

貫X
xX

君江
璽瓦
世璽豚双瓦江別斌罵瓦
璽叉璽堂堂区営叉堂堂
萱洩区寅互浬琿貫璽
堂堂堂堂営哲璽璽堂堂

難§
冨拭
浬瓦

罷
罵叉
翼買
買寓貫×貫測買洩滋瓦
堂堂璽買堂堂買堂堂堂

鍵脅
買洩
瓦瓦
翼洩
翼買

溌
貰況寓試麓脚冨洩買沈
茂滋翼阿XX又XxX
璽亙買況罵瓦買茂買茂
堂堂堂堂堂胃買葛茂嵐

灘
騒
寅試
瓦路
貫瓦
茂瓦

竪翌竪翌蕊
顎罷韻罷器
､Q2試洩再演罵洩翼?
･吋超賦浪群"

青
森
県

農
業
研
修
セ
ン
タ
ー

研
修
生
募
集

２
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
の
試
験

を
受
け
ら
れ
る
方
の
た
め
に
講

習
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
受
講

料
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
日
時

昭
和
弘
年
１
月
、
日
～
哩
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時

○
場
所

五
所
川
原
市
新
宮
町
鈍
の
５

西
北
労
働
基
準
協
会

○
受
講
料
六
、
○
○
○
円

（
受
付
・
提
出
先
〉

昭
和
五
十
四
年
一
〃
五
日

～
三
月
二
十
冊

青
森
県
上
北
郡
七
戸
町
字
大

沢
四
八
の
八

背
森
県
股
業
研
修
セ
ン
タ
ー

〈
試
験
〉

雅
記
試
験
・
面
接
試
験
を
行

い
ま
す
。
試
験
日
は
、
昭
和
五

十
四
年
三
月
二
十
三
日
、
場
所

は
賎
業
研
修
セ
ン
タ
ー
で
す
。

（
当
日
、
合
格
発
表
が
あ
り
ま

す
。
）２

級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
陸
海
空

講
習
会
開
催
自
衛
隊
生
徒
募
集
中

（
中
卒
の
コ
ー
ス
）

２
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
の
試
験

廷
受
け
ら
れ
る
方
の
た
め
に
識
自
衛
隊
の
技
術
部
門
に
お
け

白
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
受
講
る
専
門
技
術
者
と
し
て
の
陸
海

荷
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

空
曹
を
養
成
す
る
た
め
、
中
学

）
日
時
卒
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
自
衛
隊

昭
和
弘
年
１
月
、
日
～
哩
日
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
申

午
前
９
時
～
午
後
５
時
込
み
期
間
は
今
月
末
ま
で
で
す

）
場
所
申
込
み
な
ど
に
つ
い
て
は
役

五
所
Ⅲ
京
打
斫
言
圷
挫
？
ブ
場
町
民
裸
で
お
尋
ね
下
さ
い
。

寺

※
受
拙
者
の
試
験
申
諦
樗
は
一

括
提
出
さ
れ
ま
す
。

昭
和
記
年
度
に
お
い
て
腱
振

地
（
将
来
も
挫
地
と
し
て
使
う

土
地
）
と
非
挫
振
地
（
現
在
宅

地
又
は
艇
地
で
す
が
、
将
来
宅

地
化
の
見
込
地
）
の
み
な
お
し

を
実
施
し
ま
す
の
で
、
要
望
等

が
あ
り
ま
し
た
ら
左
記
へ
お
い

で
下
さ
い
。

◎
申
出
先
役
場
産
業
課
（
二
階
）

◎
申
出
期
間

昭
和
弘
年
１
月
即
日
ま
で

農
振
地
の

み
な
お
し
を
し
ま
す

嬬
｜’ Ⅱ，

鵬

（
７
月
届
出
分
）

長
尾
千
春
（
重
信
）
金
木

白
川
健
太
郎
（
茂
雄
）
川
倉

桜
庭
千
加
子
（
昭
助
）
喜
良
市

山
中
嗣
巳
（
清
志
）
嘉
瀬

古
川
裕
丈
（
清
二
喜
良
市

花
田
祐
一
（
安
雄
）
金
木

斎
藤
美
香
（
鉄
美
）
嘉
瀬

土
岐
優
誌
（
昭
三
川
倉

大
橋
善
将
（
年
行
）
喜
良
市

津
田
み
み
子
（
均
）
嘉
瀬

鳴
海
美
智
子
（
博
康
）
嘉
瀬

白
川
領
世
（
豊
昭
）
川
倉

泉
谷
奈
津
美
（
孝
司
）
喜
良
市

黒
川
光
（
市
雄
）
喜
良
市

飛
島
明
久
（
明
）
喜
良
市

沢
田
由
香
（
義
寛
）
嘉
瀬

今
典
子
（
真
道
）
喜
良
市

三
雲
壱
毒
窪
簔
室
琴
堯
菫
二
毫
菫

－ご誕生－

おめでとう

曇
、･少

…

（
８
凡
届
出
分
）

西
村
英
美
（
英
一
）
喜
良
市

木
村
文
映
（
博
）
嘉
瀬

桑
田
剛
俊
（
茂
樹
）
喜
良
市

鳴
海
英
雄
（
恭
治
）
嘉
瀬

畑
田
春
亮
（
敏
）
川
倉

葛
西
学
（
幸
弘
）
喜
良
市

伊
藤
綾
乃
（
伸
也
）
嘉
瀬

吉
村
裕
子
（
直
隆
）
喜
良
市

秋
元
隆
（
和
雄
）
金
木

小
川
ひ
ろ
み
（
純
）
喜
良
市

沢
田
和
洋
（
岩
男
）
金
木

棟
方
慎
也
（
勉
）
金
木

加
藤
馨
子
（
敏
秋
）
喜
良
市

今
圭
田
（
正
江
）
嘉
瀬

前
田
和
子
（
秀
治
）
神
原

葛
西
淳
也
（
喜
昭
）
金
木

対
馬
つ
え
子
（
定
雄
）
川
倉

桑
田
和
典
（
清
）
喜
良
市

津
島
秀
幸
（
教
治
）
金
木

白
川
祐
樹
（
一
仁
）
金
木

中
谷
充
伯
（
実
）
金
木

長
尾
和
晃
（
精
三
）
金
木

白
川
純
一
（
清
丸
）
川
倉

杉
山
直
子
（
昌
行
）
中
柏
木

白
川
勝
也
（
国
治
）
金
木

伊
藤
亜
由
美
（
光
治
）
嘉
瀬

吉
田
華
織
（
早
苗
）
蒔
田

津
島
聡
美
（
勝
美
）
金
木

伊
藤
和
枇
（
幸
男
）
嘉
瀬

中
谷
親
一
郎
（
敏
）
川
倉

棟
方
雅
（
清
則
）
喜
良
市

白
川
由
起
（
満
）
金
木
一

白
川
美
智
子
（
文
雄
）
川
倉
一

秋
元
久
美
子
（
信
一
）
金
木

鳴
海
麗
子
（
由
春
）
嘉
瀬
一

尾
野
史
直
（
昭
男
）
金
木
一
一

（
９
月
届
出
分
）
一

竹
内
心
（
良
児
）
金
木
一

花
田
沙
織
（
栄
）
嘉
瀬
↓

大
橋
幸
美
（
次
夫
）
喜
良
市
一

前
田
琢
人
（
憩
）
神
原
一
一

山
中
陽
子
（
久
成
）
嘉
瀬
一

近
藤
瞳
（
良
二
喜
良
市
一

下
山
裕
志
（
精
一
）
藤
枝
‐
一

石
戸
谷
恵
美
（
久
治
）
金
木
一
一

秋
元
由
佳
（
義
勝
）
喜
良
市
一

工
藤
直
樹
（
五
年
男
）
嘉
瀬
一

須
崎
幸
治
（
恵
子
）
嘉
瀬
一

伊
藤
圭
（
進
）
金
木
一

阿
部
こ
と
み
（
文
昭
）
金
木
一

西
村
忍
三
男
）
喜
良
市
一

沢
田
一
寿
（
春
行
）
嘉
瀬
一

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

人口と世帯数

男7，325

人口女7，489

計14,814

世帯数3，867

(S53.11.30現在）」
～
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（
７
川
肺
出
分
）

（
馴
諦
緋
（
謀
帥
郵
）
鐸
榊

『
共
川
忠
佳
（
推
血
）
川
、

一
山
節
酒
子
（
武
雄
）
莚
川
州

急
醐
州
需
諏
麺
鈍
棚

（
唯
“
き
よ
鋤
（
耗
雑
卜
）
鋤
間
州

（
伸
吋
は
郵
稚
一
紳
鋤
一
岬
川
郷

（
呼
諦
睡
薙
一
岬
錨
一
睡
峨
岼

（
鍬
桂
州
一
一
鍛
錬
一
岬
峨
州

『
中
谷
淌
椎
（
淌
一
）
川
術

一
背
山
美
智
子
（
啓
吉
）
中
咄
町

（
侭
癖
マ
癖
殆
癖
鋤
一
癖
川
岬

奈
良
牌
子

熊
谷
太
加
男

関
西
美
幸

野
呂
美
栄
子

今
純
子

桑
川
伸
二

桑
田
研
二

棟
方
美
奈
子

－ご結婚

詞おめでと

へへへへへへへへ

一一藤欣照昭未
治広広幸I『j光丸挺
……ー…酋……

:鰐ニト'f寓蒋金金金班
良良良良
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（
僻
榊
戒
都
軸
一
栖
蝿
一
権
森
赫

愈
叫
雑
荊
雷
一
排
本
州

（
州
叩
咋
迄
郭
唯
州
一
鋪
森
柿

、
ｎ
両
正
（
修
）
埼
玉
県

一
沢
川
稗
子
長
六
）
金
木

（
砺
噸
確
辨
仁
韮
睦
釧
咋
認
州
肺

（
州
細
作
》
“
燕
械
一
”
畑
榊

（
螺
椛
祁
や
堤
坐
醒
郷
一
岬
柳
獅

（
８
Ⅱ
朏
川
分
）

愈
岬
ま
唖
↑
霊
破
岬
紐
岬

（
挫
州
制
撫
認
一
繩
榊
一
刻
細

魚
腓
美
搾
希
汚
縦
確
所
幟

（
州
州
久
迦
稚
一
“
僻
一
糾
京
細

（
洲
酬
い
塾
雌
一
軒
唯
一
雌
雄

（
柵
蜘
｛
経
〉
締

（
岬
岬
の
鑑
醗
一
祁
訓
咋
却
粋
榊

や

一
川
巾
秀
雄
（
収
睦
時
川

一
大
畑
と
し
子
（
市
二
束
攻
部

（
奉
加
●
金
牡
是
北
斗
癖
岬
一
“
前
柿

へ
秋
元
催
需
血
郎
）
班
瀬

言
松
林
灯
合
子
（
克
辿
下
田
町

愈
蠅
窪
謹
程
郵
糀
峅

（
慨
獅
藤
廉
恥

へ
津
励
正
（
再
之
）
金
木

一
岡
川
忠
子
（
要
三
札
幌
市

へ
斎
藤
和
雌
（
誰
）
埼
玉
兜

一
脈
川
京
子
（
再
一
郎
）
班
瀬

（
慰
岬
ふ
賦
稚
一
排
惟
一
榊
叫
価

（
洲
束
型
誹
而
郷

（
側
内
撫
（
魂
一
斗
）
い
岬

（
９
川
川
川
分
）

岡
村
実
輔
感
燕
繩

（
擁
僻
み
蛎
注
一
鋤
幟
一
幟
岡
畔

蕊
勘
鶉
遜
靹

（
僻
岬
松
秘
一
哩
吐
癖
森
補

（
僻
軒
久
淀
惚
癖
仁
一
桝
手
州

へ
川
中
弘
（
徳
治
）
川
介

一
対
蝿
育
子
（
武
夫
）
木
造
町

（
吋
鍛
木
良
州
一
稗
純
一
御
岡
僻

（
却
州
り
誕
私
一
”
邦
一
峠
肌
岬

（
小
仙
殿
稚
一
咋
挫
一
錘
神

（
“
”
雑
種
一
秤
轌
一
轆
良
幟

、
菊
地
由
記
淌
（
由
太
郎
）
粥
瀬

一
神
保
正
子
（
血
治
）
神
奈
川

（
》
幟
美
郵
稚
一
州
捨
一
詮
良
群

（
州
啼
と
嘩
秘
一
州
幟
一
諦
郡
岬

（
班
岐
永
呼
一
酔
嘩
鱸
噸

漏
狸
謡
一
穏

（
７
Ⅱ
Ｍ
川
分
）

沢
川
腋
七
（
布
）
恥
瀬

津
川
趾
作
（
両
）
金
水

中
作
そ
れ
（
妬
）
巾
帆
町

永
仲
ド
パ
（
汚
）
金
水

宏
爪
惣
几
郎
（
壁
金
木

荒
関
・
ン
ヶ
（
師
）
金
水

秋
元
な
み
（
帥
）
廃
瀬

算
川
ｆ
兜
几
郎
（
妬
）
金
水

（
８
〃
川
川
分
）

秋
元
三
川
郎
（
花
）
藤
枝

、
川
〃
職
（
布
）
群
川

浅
利
幟
几
郎
（
由
）
川
倉

今
金
ｕ
厄
）
斑
瀬

、
川
久
（
お
）
金
木

-おくやみ一
申しあげます

塁丙
■
．
の

伊
丸
岡
昭
一
．
。
（
帥
）
牌
良
巾

小
野
ミ
エ
（
卵
）
卉
良
巾

水
ド
や
い
（
帥
）
金
木

、
川
治
光
（
鰹
）
金
木

（
９
Ⅱ
刎
川
分
）

杉
山
イ
マ
（
師
）
巾
杣
木

加
藤
キ
ッ
ヱ
（
師
）
再
良
巾

荒
関
純
輔
（
“
）
金
木

阿
部
昭
則
（
鍋
）
踊
良
巾

城
戸
き
の
（
鮨
）
蒋
良
巾

に
藤
樅
作
（
釦
）
金
水

性
藤
ハ
ル
（
師
）
舜
良
巾

性
藤
き
に
（
師
）
金
水

川
中
サ
ク
ラ
（
万
）
班
瀬

成
川
フ
ヂ
ヱ
（
鈴
）
金
水

内
川
山
太
郎
（
”
）
金
木

角
川
ョ
ｆ
（
、
）
余
水

木
Ⅲ
壁
篭
郎
（
”
）
僻
良
巾

匝
縢
班
左
術
川
（
布
）
脚
良
巾

今
い
ゑ
（
抑
）
牌
良
巾

（
卦
邸
内
節
一
一
評
昨
一
癖
肌
峠

（
怖
悩
（
鍛
識
縦

（
悔
岼
榊
稚
一
睦
姉
一
針
鯉
柳

豆
川
田
碓
広
（
瓶
美
術
）
神
脈

一
古
川
美
保
子
（
伝
三
郎
）
中
蝋
町

（
獅
輌
と
み
認
一
吋
三
一
御
浦
岬■

遊
交
法
も
変
わ
り
洲
酔
い
述

惟
は
一
発
で
免
許
取
淌
し
に
な

り
ま
し
た
。
雌
川
に
は
税
額
一

Ｍ
が
雌
ま
り
、
つ
い
呑
ん
で
川

か
け
る
こ
と
か
あ
り
ま
す
が
、

絶
対
に
車
を
迩
岻
し
な
い
よ
う

心
が
け
て
ド
さ
い
。

今
年
も
い
よ
い
よ
卜
Ⅲ
を
残

す
の
み
と
な
り
ま
し
た
・

雌
や
財
政
で
ス
タ
ー
ト
し
た

刈
町
は
、
多
く
の
鞭
業
を
行
な

い
ま
し
た
。
側
然
休
挺
村
幣
伽

彬
業
で
は
腱
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
・
野
憐
場
（
ブ
イ

ｌ
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ヅ
ク
）
・
観

光
腱
林
漁
業
経
憐
管
恥
所
（
藤

枝
集
会
場
）
の
建
没
、
弗
一
保

育
所
の
雌
股
、
金
木
小
学
校
の

雌
没
、
温
泉
ボ
ー
リ
ン
グ
の
Ⅸ

州
、
人
東
ヶ
庇
の
遊
路
Ⅸ
術
、

睦
州
良
巾
小
学
校
給
食
施
投
の
新

投
、
仇
宅
錐
投
工
聯
、
芦
和
線

辿
路
の
改
良
Ⅸ
術
な
ど
八
他
川

余
り
の
辮
業
が
あ
り
、
今
年
は

ま
さ
に
発
腱
の
年
だ
っ
た
と
い

え
る
で
し
ｋ
う
。
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